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投資事業評価調書（継続：再評価）

部課室名
県土整備部土木局

河川整備課

記入責任者職氏名

（担当者氏名）

河川整備課長 松本 正利

(都市河川係長 山本良太郎) 内線
4408

（4417）

事業種目 河川事業 新規評価年度 － 現計画 前回評価時点

総事業費 5 億円 5 億円
事業名

二級河川瀬戸川

総合流域防災事業

河川整備計画策定年度
事業採択年度
着工年度

H19
内用地補償費 1 億円 1 億円

完成予定年度 H31 H24
事業区間

明石市魚住町西岡

～清水
再評価年度 －

進 捗 率
(内用補進捗率)

20%

(34%）

0%

(0%)
所在地 明石市魚住町西岡～清水

残事業費 4 億円 5 億円

事 業 の 目 的 事業内容（）前回評価時点

当該河川では、昭和 54年に山陽電鉄橋梁下流から改修事業
に着手し、平成 18年までにＪＲ山陽本線上流まで改修を進め
た。また、国道２号から上流については、これまでの災害復
旧等により概ね河道整備されている。
このため、ＪＲ山陽本線上流から国道２号にかけての流下
能力不足区間について、平成 19年に定めた河川整備計画に基
づき昭和 40 年９月台風 23 号の洪水を考慮した整備目標流量
に対して浸水被害を防止し、地域住民が安全で安心して生活
できる環境を確保する。

計画流量 210m3/s（210m3/s）
〔基準点：ＪＲ山陽本線橋梁〕

〔瀬戸川(上流部)120m3/s､清水川 90m3/s〕

整備延長 1,260m （1,260m）

道路橋 ２橋 （２橋）

井 堰 ２基 （２基）

〔負担割合 国: 1/2,県:1/2〕

事業を取り巻く

社会経済情勢

等の変化

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】

① 河川整備計画にあわせ、事業区間等を見直した。

② 瀬戸川と支川清水川の用地交渉が難航し、それぞれ用地買収が４年遅延した。

③ この結果、瀬戸川では平成 28年の完了となる。また、清水川については、帝釈
たいしゃく

橋
ばし

を幣
ぬさ

塚
づか

橋
ばし

と同時に施工することとしていたが、幹線道路である国道２号の交通安全

上の観点から別々に施工することとしたため、清水川の工事期間を３年延伸し、完

了は平成 31 年度となる。

進捗状況

① 平成 24 年度までに河川整備計画区間 1,260ｍ（瀬戸川 760m、支川清水川 500m）の

うち、瀬戸川では６号堰の改築と 640m の河道改修が完了した。また、清水川の 200m

の護岸・築堤も完了している。

② 残工事は瀬戸川 120m、清水川 300m の河道改修と道路橋２橋、井堰１基の改築であ

る。

評価視点 評価結果の説明
審査会意見及び

対応方針
(参考H15年度再評価)

【審査会意見】

県民の環境に対する意識は高まって

おり、単に浸水被害を防止するための河

川改修だけでなく、魚道の設置等生物の

生活空間、人々に安らぎを与える親水空

間としても十分な配慮をされたい。

【対応方針】

①井堰の改築にあたっては、魚道を設置し、

生物の生活に配慮している。

②自然石を用いた護岸とし、周辺の景観に配

慮している。また、階段を設け、親水性に

配慮している。

(1)必要性 ① 瀬戸川上流部の国道２号直下流は計画流量 120m3/s に対し現況が概ね 70m3/s、支

川清水川は計画流量 90m3/s に対し現況が概ね 30m3/s しかなく、浸水被害防止に

向け、治水安全度の向上が必要である。

(2)有効性

・効率性

① 費用便益比Ｂ／Ｃ＝９．３

② 国道２号より上流は過去に災害復旧助成事業で一次改修を実施しており、国道２

号から下流の未改修区間を河道拡幅することにより、上下流で一連の治水安全度

を確保することができる。

(3)環境適合性 ① 支川清水川の井堰改築にあたっては、瀬戸川同様に魚道を設置し、生物の移動が
可能となるように配慮する。

② アンカー式空石積護岸を採用し、周辺の景観に配慮している。

③ 瀬戸川と清水川の合流点に階段を設け、親水性に配慮した河川改修を行っている。

(4)優先性 ① 当該区間は、沿川の宅地化が進んでいることから、事業の優先性が高い。
結再
果評
価
の
継続

左
の
理
由

事業の必要性は、河川整備計画策定時と変わっておらず、地域住民の安全安心

な生活環境を確保するため、事業を継続する必要がある。
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事業進捗状況概要図（継続：再評価）

事業名 総合流域防災事業 路線・河川名 二級河川瀬戸川

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H19～H31 年度【事業費＝5億円】

整備延長 瀬戸川 760m、清水川 500m

整備概要 河道拡幅

道路橋２橋、井堰２基

H24 まで

H19～H24 年度【事業費＝1億円】

整備延長 瀬戸川 640m、清水川 200m

整備概要 河道拡幅

井堰１基

治水上ネックとなっていた瀬戸川６号井堰

を改築し、流下能力を確保した。

瀬戸川６号井堰から下流において、河川整備

計画の目標流量が流下した時の浸水被害を

解消。

今後

７年間

（予定）

H25～31 年度【事業費＝4億円】

整備延長 瀬戸川 120m、清水川 300m

整備概要 河道拡幅

道路橋２橋、井堰１基

事業区間上流端まで河道拡幅を実施すると

ともに、幣
ぬさ

塚
づか

橋
ばし

と帝釈
たいしゃく

橋
ばし

（老朽化橋梁）を

架け替えることにより、治水上のネック箇所

を解消。

河川整備計画の目標流量が安全に流下可能。

瀬戸川

清水川

瀬戸川
6号堰

清水川

1号堰

たいしゃくばし

帝釈橋

ぬさづかばし

幣塚橋橋梁
井堰
H24まで
H25以降

凡例

瀬戸川瀬戸川
明石市

整備済み=640m

瀬戸川 L=760m

清水川 L=500m

整備済み

L=200m





整整 備備 状状 況況

①支川清水川合流点
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②

瀬戸川

清水川

整備前
H24までの整備箇所

幣塚橋

帝釈橋

瀬戸川

清水川

②瀬戸川６号堰下流
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アンカー式空石積護岸

澪筋

アンカー式空石積護岸

橋梁
井堰
H19～24
H25以降

凡例

清水小学校

河道拡幅完了

河道拡幅完了

瀬戸川
6号堰

清水川
1号堰

明石市

魚住中学校

整備済み=640m

瀬戸川L=760m

清水川L=500m

整備済み
L=200m
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